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はじめに
説話という概念・用語の要件として合意を得ているのは、口承・書承間
わず伝承されるものであること、といった点だけだと思う。人類学的アプ
ローチを試みるグループと説話集(文学)を研究対象の主とするグループ
といった二つの大きな畑では特に認識が異なっているように感じる。それ
らの共通点乃至相違点について触れながら、説話研究と文字資料に関して
本稿では論じていく。文字資料の分類だが、説話に関する蔵書は以下のよ
うに大別できるだろう。
①説話という概念自体を考察したもの
②説話を可能な限り生のまま記録したもの
③記録された説話を用いて考察を行ったもの
④説話の考察方法を考察したもの
⑤最初から説話集として完成されたもの
本稿で主に行うことは、①を中心に日本の「説話J研究史を概括するこ
叫こしかわ・けいし/明治大学大学院情報コミュニケーション研究科鱒士後期課程2年
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とと、②を題材として「説話」の図書化の難しさについて言及することの
こつである。これらの図書はどれも研究に欠かせないが、大方の「説話」
を研究する者にとって、残念ながら図書館にある資料だけでは不十分であ
る。実際に「説話Jの舞台や関係する場所を訪れて、地元の人々に話を伺っ
たり、寺社などに伝わる文書や碑文を調べたり、徒歩調査によって言外の
情報を収集しなければならない。そうして無数のvariant 異種・異伝rを
採集することが肝要だといえる。もちろん、その大前提に①~⑤の知識を
吸収していることがある。換言すれば、基礎を構築するのに図書が極めて
重要な役割を果たしているということだ。
1 説話ということば
本題に入る前に、説話ということばについて少し整理しておく必要があ
る。説話という言葉・概念自体は比較的新しいものだ。説話という概念に
関する学説史については、『説話の講座.!J1i'説話論集』に詳しい。『説話の講座』
一巻冒頭で、本田義憲は説話という言葉が、明治時代頃に現れた漢語由来
の言葉であり、 1866年に発行された『和英語林集成第三版』に「説話 A
saying， talk，reportJとあるのが初出であると指摘した2。説話の研究は 1980
年代頃から盛んになってきたが、その姿は未だ定まっていない。説話を学
術用語として確立させたのは柳田園男だとされている。
説話といふ語の意味、これと昔話との関係もあきらかにして置く必要が
ある。幸ひなことには、此語はまだ「昔話」のやうに、完全に普通語には
なり切って居ない。少数の専門家より他は之を使はず、使って居る者もそ
の心持は区々である。今ならば相談づくで、どうとも其内容を約束するこ
とが出来ると思ふ3
20世紀初頭に活躍した学者達が今日でも用いられる説話の輪郭を固めた
1好例として r日本書紀』の「一番に日<.. Jを挙げることができる。
2r説話の講座説話とは何かJp9要約。
3r定本柳田園男集六巻・昔話と伝説と神話』凶6~1用。
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ことは大方の研究者の一致するところである。ただ、近年では初期の説話
概念を使い続けることへの問題意識が顕著となり議論も活性化している。
例えば高木史人は柳田の偏向性を、彼のテキストの“破れ目"を鋭〈突い
て指摘したに反対に、柳田の学説を踏襲し、神話および伝説を説話(文学)
と対比させる立場を選ぶ研究者もいるs。この違いは神話の認識の遣いから
来るものであると推測される。後者は神話の重要な要素として『儀礼Jr秘
伝」を挙げている場合が多いからだ。ただ、彼らも神話および伝説と説話(文
学)の親縁性は認めているようである。説話という概念を自然物のように
扱う学者も少なからず存在する。本稿では各立場の詳細な概念考察に立ち
入る余裕はなく、自分なりの問題意識と視座から「説話」を語るのが良識
的な態度だと思うので、目下は私が関心を持っている「神話Jr伝説Jr昔話J
の三つを『説話」と表記した場合指すこととする‘。 r説話」の分類について
は比較神話学の分野では三分法(下図)が主流となっている。
神話 伝競 普話
真偽 真実 事実 虚偽
時間 現在の前の世界 歴史上のある時 時間軸の外
場所 前の世界 現在の世界 不定
性絡 神聖 神聖または世俗的 世俗的
主人公 主として神々 主として人間 人間または人間以外
」
松村・吉田(1987)を引用・一部加筆修正
「神話Jr伝説」という概念・言葉も説話と学術用語として用いられるよ
うになった経緯は似通っている。それまでフルコト(旧辞古事)・相伝旧聞
に集約されていたと思しき r説話J は、どのように分類されていったのだ
ろうか。最も難解な用語だと思われる『神話」を例にとって、可能な限り
考察を行いたい。
'r説話の講座口承・書承・媒体-昔話と伝説』を参照せよ。
'r説話論集』に寄稿された小論を一読されたし。
‘民話{民間説話)については、「民間」という概念の問題に関ってくるので本稿では触れない。
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2 日本における学術用語「神話」
比較神話学者の大林太良は、日本に於いて現在主流の神話研究が四つの
時期に分けられ、その第一期は 1899年から 1921年を指し、日本神話研究
の基礎がほぼ出来上がった時期だと述べている r神話」という言葉の一般
化は、それに先立つ 1897年頃だと考えられている。これは説話という言葉
が現れた時期とほぼ一致する。『古事記』や『日本書紀』は特定階層の一部
しか存在・内容を知らなかったとされている。この事実は、菊池が“秘事
口伝"と称した『江談抄.!I!'富家語』の性質を想起させる大多数の人々が
r記紀』に触れるようになったのは、国家主義で持ち出されたのが初めてだ
と考えられている。このような事情から、『記紀.!I神話9というのは現代を
生きる我々の心像だと容易に理解できるだろう。高木敏雄は日本の神話学
界の現状を次のように述べた。
これらの学説を比較検討して勉めて公平の眼を以って、日本神話学に関
してはいずれを取り、そのいずれを捨つべきか、また甲の学説はいずれの
程度まで、参酌すべきか、乙の議論はいかなる点において不適当なるかを
判別するのは、日本神話学の基礎いまだ定まらざる今日において、恐らく
第一の急務なるべし10
大林が指摘する第一期から第二期は戦争と重なる。第二期の学者である
松村武雄の『神話学原論』は高い評価を今尚得ている。彼が活躍した時代
の「神話」研究は“反動"が特徴だといえる九また、著書に用いられてい
る紙の質が、図書の重要性を伝える言外の情報となっていることも重要で
ある。松村一男は我々の時代の神話研究は死体解剖だと表わした九それは
7r日本神話伝説の研究』に於ける大林の解説および r神話と神話学Jp25-26を要約。
8r説話の講座口承・書承・媒体ー口伝と関著書』参照。当該個所に詳述あり。
9神話と陵史は不可分である。本稿では歴史との関係を考察しないが、神話が史実を示して
いるという立場は綿守と続いている。新井白石などは記紀の著述を史実と捉えていた。
10高木敏雄『比較神話学Jp5-6引用
lr神話と歴史』という著作には特に強く表れている。西村異次・中島悦次なども同様である。
12松村一男 r神話思考』収録「神話学の成立と現状Jを参照せよ。
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基礎の再確認および再構築を意味している。書物が「神話」という概念を
作り出し、我々は『神話』を見直す段階にあるのだ。『未開』の消失・否定
によって新たな神話の発見が少なくなり、実地調査から史料の調査へ研究
の主体が移行していったことが理由として考えられる。日本の説話研究が
現在の形を取り始めた明治初期頃に、日本の研究者連が参考にしたのは植
民地時代の西欧の学者だった。植民地が可能にした大量の情報収集と「黄
金の野蛮人」への憧慣が人類学を大いに発展させた時期に活躍した研究者
達である。彼らは世界中の各地に『未開Jr失われた過去』の情報を採集しに、
或は取り寄せ、説話の記録・考察を行った。彼らが記した本を日本の研究
者が読み、そして我々が今、様々な形で利用している。その事実は書物も
伝承のー形態であることを改めて再確認させる。
3 口承の書承化
『昔話は動物の知〈、伝説は植物のようなもの日』、柳田は伝説と昔話の遭
いをこう喰えた。口承説話を書承化したものに説話研究は大部分を依って
いる。説話の受容者が“聞くこと=<打開>"から“書くこと=<聞書>"
に重点、を移したのは院政期だとされている14 r今昔物語』からも、その傾向
は読み取ることができるl三「説話Jは話者・被話者・時間・場所などによっ
て変化するのが常である。もちろん発現時に於ける変形の度合いはそれぞ
れ異なっている。有体に言えば、説話の記録は大変難しい、ということだ。
図書館に収められている資料としては、『記紀Jr風土記.1r日;本霊異記.1r打
開集.1r今昔物語』などが分野を問わず説話(集)として一般的に認められ
ている。「説話」資料の大部分を占めるのは、研究者が目的に沿って採集し
た『説話」だろう。他には、地方自治体が編纂した史誌の一部として収録
されているものなどを挙げることができる。取分け後者は“消えゆくもの"
を記録しておこうとする意図が強く働いている。採集・記録に於いて意識
日柳田園男著『日本の僻説』はしがき参照。
14r説話の講座口承・書承・媒体・口伝と問書Jp235引用。
15 r口語り→それを捉えた説話文→今昔説話文であり、今昔説話文は、その前の説話文を相
当忠実に取り入れながら、一方加費量も鼠み(以下略) r打開集研究と本文Jp5引用」
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の介入を省くことは不可能だと断言できる。 Berezkinの努力16などは意図の
介入を最小限に抑えようと試みているように思える。 Berezkinの神話採集・
記録方法は、レヴィ=ストロースが想定していたパンチカードを利用した
膨大な神話データベースを想起させるが、彼の大著『神話論理』でさえ、
マヤ族やアステカ族の神話を避けている事実がある。皐寛、柳田の比轍は
「性質の遭い」にも増して「文字で記録することの難度」を示していると解
釈できるだろう。たしかに伝説は記録しやすいが、それは大筋について限っ
た場合のみであり、異伝 (vari組t)を記録採集するのは変らず困難で、ある。
発現する度に姿を変える昔話や神話では殊更だ。口承説話を書承する際、
そこには意思が強く介入する。ある意味で当然のことだと思うし、防ぎよ
うもないだろう。書承化された説話でも口承から完全に遊離することはあ
り得ない。従って、図書佑=説話の完全な固定、ではない。程度の差こそ
あれ、説話は生きている。よって、生物である説話を図書化するのは極め
て難しいと結論付けざるを得ない。
4 終りに代えて
最後に本学図書館蔵奮を利用して私が行った研究へ簡単に触れて、本稿
を終わらせたいと思う。これまで直接に入手した情報を重視する調子で論
を進めてきたが、図書館に所蔵されている説話記録を軽視しているわけで
はない。たしかに情報量としては少ないが、重要度が高いものは軒並み図
書館に収蔵されている。その知識が研究の基層を成す。事前知識を入れず
に実地調査する学者も存在していたが、私の専攻する分野は文献調査と実
地調査を二本の柱としている。その為、ある対象を研究する際には、本を
読むことから始める。直近の例を挙げると、拙稿を執筆した際、最初に行
なったのは地誌から多摩川の情報を学ぶことと縁起語、当ら対象とする古社
を選定することだった。図書を読了後、徒歩調査18を行ったのだが、その際
16 ANTHROPOGENESIS http://an伽opogenesis.kinshipsωdies.org
World mythology and folklore http://ru白e凶a.ru1 2013年 12月10日閲覧
17縁起は寺社が神聖なものだと合理的に説明する機能に特化した説話だといえる。
182012年8月18日から 8月31臼迄、奥多摩町阿蘇神社~大田区多摩川浅間社関で実施。
情報コミュニケーション研究科記要第6号掲載。
112 
に利用したのが多摩川流域の自治体が編纂した地誌や式内社を調査した研
究者の著書だった。一次資料としては『新編武蔵風土記稿』に多くを依っ
た。東京23区に鎮座する記録上で確認できる全ての神社を実地調査したと
き"も同様である。『新編武蔵風土記稿』は関東の神社に付随する「説話」を
研究する上で欠かすことは出来ない。本学図書館には浄書稿本が収められ
ているので重宝している。多くの文系学者にとって図書館が出発点である
はずだ。特に「説話J研究を志す者にとって図書館は欠かせない存在だろう。
一部を知ることの出来ない者に、生物自体の考察を試みるのは不可能であ
る。多くの先達たちが伝えてくれた膨大な記録が、「説話j 研究への第一歩
を踏み出させてくれたのだ。
192似)9年7月23日-2α)9年 12月20日に実施。
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